
児童生徒も教師も楽しく探究するためのチェックリスト

□ 探究課題がふさわしいかどうか、職員全体で確認し、全体計画を見直しているか

□ 単元の課題が、実社会や地域の課題を解決するものであるか、また、自分事でワクワク

するものになっているか

□ 単元のゴールイメージが明確になっていて、目的意識と相手意識があるか

□ 探究のプロセス（①課題の設定 ②情報の収集 ③整理・分析 ④まとめ・表現）

が発展的に繰り返される学習過程になっているか

□ INPUTよりOUTPUTを重視した活動になっているか

□ 各教科等の学習内容やSTEAM教育の要素と関連付けることで探究が深められているか

□ 児童生徒にとっても教師にとっても、学ぶ喜びや楽しさを感じられる学習になっているか 総合的な学習の時間は、目まぐるしく変化する社会の中で、児童生徒がたくましく生

きていくために必要な力を身に付ける上で、その重要性がますます高まっています。

これまでの各学校での実践を生かしながら、児童生徒も教師もより楽しく探究できる

時間として充実させ、深まりのある学習を展開しましょう。

令和4年2月　群馬県教育委員会義務教育課

はばたく群馬の
指導プランⅡ

「指導と評価の一体化」
のための学習評価に関
する参考資料（小）

「指導と評価の一体化」の
ための学習評価に関する
参考資料（中）

今求められる力を高める
総合的な学習の時間の
展開（小）

③ 探究をつないでいく授業の展開



① 探究意欲が高まる課題の設定 ② 楽しく探究できる学習過程の工夫

探究課題   出会いの学習・活動→「思い」 単元の課題（ゴールイメージ） 単元名

学習を開始する前
の職員での話合い
が大切ですね

今年は、新しい探究課題
に挑戦してみませんか！


